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と

主

張

し

，
た

げ

^

、

ジ

ヱ_ j
ム
ス
•
ミ
ル—(

J
PB'
-
rt
>wl
^
日)

及
び
マ
力
ロ
ッ
ク(J. 

M
a
c
—
' 

o
&
o
c
k

)

で
あ
り
、

リ
ガ
ー
ド

オ

惯

.f
i
t
-
論
を
修
正
の
要
な
き
ま
で
に
純
化
さ
せ
た
の
は
.
'マ
ル
ク
.ス
で
あ
る
Q
元
來
へ
.
リ
ヵ
.丨
ド
才
の
交
V

.:'
::換
惯
値
概
念
に
ま
、
..
:霞
は
猶
泛
脎
お
の
關
係
サ
あ
る
：ど
ぃ
^

■'
:■.

:
:;
:
免
左
右
ず
名
本
。
ろ
の
何

'&
か
絕
齡
的
荩
も
の
ぜ
あ
^
 

:■:



'把
握
し
た
の
-が
、
前
述
の
张
產
戮
詉
w
主
張
^
で
あ
り
、
そ
れ
を
絕
對
的
に
理
解
レ
、
絕
對
，惯
値
の
追
求
に
進
ん
だ
の
が
，マ
ル
ク
ス
で
あ
. 

.ー
る
-0
:
マ
：ー
親
免
ス
^
土
^

^

_、ぐ
^

、在
ず
る
；も
：の
：で
彩
ヴ
ゼ
：>
そ̂
は
_
象
的
»
人
間
# ,
働

な

，
の
,

あ̂
|カ

間

勞

働6
^
^
^

:
:表
*
形

相

對

價

値#
凑

h
、>價
格
#
の
*
あ

急
^:(

の

其
 

'ド
オ
惯
値
論
を
锻
つ
て
ゐ
，た
ヴ
ェ1
.ル
：を
，十
氣
に
取
り
拂
ひ
、
、
す
つ
ぎ
り
と
：し
：た
勞
働
節
値
說
■
漏

立

す

る

ビ
.>
が
次
き
た
の
：で#
る
9
、

: 

、.卽
：
ち

，
ブ

ル

：
グ

残

は

：
、

«
値
釔
_

オ
务 

、漠

質

勞

豐

如

何 

:
.に
じ
て
«:
&
尺
度
に
»

%す
が

が

：に

づ
^
で
、
凌
び
爾
|

ノ

德

^
或
は
樣
椒
に
ま
：や
て
作
右
れ.秃
傭
値
が
こ
扎
羞
1
_分
杧 ̂

い
て
、'明
確
ゼ
翁
：へ
る
こ
と.輝
で
ぞ
^
の
で
あ
る
。

;-
;
か
く
し
；て
勞
働
醫
齡
缓
マ

'
:ル>
:
:
ス
^
至
令
て
勒

 ̂

' 

::V

®

l
lc
;
.德
値
の
本

*
を
杣
豫
的
ん
間
歡
働
贮
氺
め
る
^;
と
ば
尨
^
^ ̂

で
あ
つ
て
は
^;
げ
な
い
の
'か
。■

■'
■'又
相
對
價
値
で
あ
つ.て
.：は
：な
^
本

い

の

か

。
、
：
と

れ

.に

つ

^
て
^
マ
^>

..
一
笫
|
:
1
に
、マ
使
»
惯
値
ど
效
用
方
&
風

別

が

-'
:
.
士

丨
 

ん
:,
.

,'
■'
- 

f
.第U;

に

、.

)

使

舊

値

は

，交

換

價
.値
の
，栽

礎

で̂
る
へ
こ
ど
.は
認
め
：る
げ
れ
.ど
も
、
.
.一一
つ
の
：價
値
办
太
き
さ
の
間
に
；舭
何
か
.る
.關
係
が
..办る
；

.か
に
つ
い V

港
磁
さ
れ
：て
ゐ
.な
い
。

• 

‘
•:
:

■:
;
:
.
:
。 

>
, 

- 

V
.
.

へ

，:
-
::
' 

と
れ
ら
の
三
點
を
明
ら
か
に
す
る
.こ
，と
は
、

マ4

ク
；ス
の
立
場
.か
ら
.は
.無
用
め
'

U

と 

と
解
す
る
者
に
と
つ
て
は
、
こ
，れ
.ら
^
對
す
厶
滿
足
な
答
へ
'が
.必
耍
农
の
光
あ
る
：0

Mし
相
對
顏
値
論
が
.生
産
費
說
に
と
ど
ま
る
限
气
そ
ー 

.
'れ
は
論
理
的
；r

賓
他
.を
持
：令
こ
と
が
で
き
.ず
‘
!>
•
か

も

张

產

毁

說

ば
 

,こ
、

杧

お.い
：
て

栩

對

價

値

論
'の
：立
’
か
：ら

何

ら

：か
の
：薪

ら

灰

纪

展

開

が

期

待

杏

れ

た

:"
'
^

者
で
あ
る
。
-そ
の
代
表
奪
と
じ
て
ヵ
ー
1

ルV

 
メ
.ン
ガ
13

. Me
n
g
e
r
)

-^':
ぁ
於
る
と
-と
.が
'で
き
ょ
ぅ
。
彼
は
、:

一
使
甩
價
値
と
交
換
償
値
. 

.
:を
3:
:元
：的
に
诞
良
す
る
こ
と
な
く
、
';
:
'兩
者
2:
.
1元
的
に
粑
握
じ
ょ
づ
と
し
：て
.
.
、
^

ザて# ド,对贫=一作ヤつ— . 〜，，A ” .作̂    ------------  へ w

觀
的
に
把
扼
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
從
來
何
人
に
よ
つ
'て
^
解
決
さ
れ
な
.か
つ
た
、¥
.用
價

値

と

效

用

と

，
の

.猶
別
"、並
び

杧

便

用

惯

値

と

客

：

•

換
愤
値
と
の
關
係
が
勒
め
.て
明
ち
.か
■に
さ
'れ
た
.の
.’で
愚
る
f

•
. 

.

.ンと

.れ
ま
飞
僙
値
と
騎
ふ
营
葉
は
主
觀
的
；意
味
で
は
な
く
、
：容
觀
的
意
味
に
用
.ひ
ら
れ
そ
來
た
の
，
は
な
が
ら
5
か
。」
.も
じ
：傲

値

が

主

觀

的
"
•
•
• 

•

一
，：
な

も
：：Q

で
ぁ)

各
衣
&
ば
容
觀
的
價
値
は
存
在
し得

#.

い
の
で
比
ま
が
ら
う
：が

>°
.匕
の
.求
5

*疑
問
1

へ̂
て
：

、
：：：

主

觀

的

價

値

の

外

に

客

觀

‘

，

■■
'■'御

僩
値
の
存
往
支
認
め
、
:1
.
.
^
^
客
觀
的
價
値
を
主
觀
的
價
氣
か
ら
.說
明
し
よ
5'
-
わ
3
怒
の
が
ボ

'X
-
3 

.
ム
ム
バ
ヴH.:
ル
.タ
.•(

，B
5
h
?
B
a
-
.

.

w
e
r
k
)

，で

ぁ

る

。

こ
：

_の
'よ
3
に
僦
»'
を
主
觀
6
價
値
と
乾
觀
的
價
値
.と
迄
區
別
す
る

^
と
：5'
-'
.
-價
値
狐
念
.の
：混
亂
を
解
消
す
る
上
に 

.
要
な
質
献
を
な
し
た
も
の
と
い
へ
よ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
價
値
論
.の
.體
系

.は
、
：價
値
を
と
の
|在
 ̂

•
:

.
'れ
ば

：な

ら.な
：い
.0
:-
.:.
:
.

」

，■■
■:
■ 

ソ
--
':
:
,
:
'
,'
'
.
. 

.

.

.
>
、
. 

v

'.:

,-'-

-'」

/

.•■
:
.
:

■ 

:
.
■'
.
,
.
.
•■
' 

:
. 

'

.

V: 、H1 

減的
®
値
論
味
、
.
.價
値
.の
棵
源
を
赞
笔
*:
風
.に
見
出
す
の
'
'で
^'
靡
實

.

■-
.
.
.
'
そ
.の
1-
;う
に
：考
へ
る)

人
^
食
い
.
&
.
比
：樣
扒
”

'
定

#
托
る
坐
觀
的
僩
値
.の
^
い
さ
：̂
ま
た
相
對
的
鬼
も
の
^
な
け
瓜̂ 

V 

'
.■■
■-解
■

•«
が
室
黉
f

ら
在
o
,
:
$

'
■-
:^
と
^
'で
經

濟

的

：價

値

論

の
.中
心
^
題
は
客
觀
的
價
値
の
.成
立
と
'變
動
を
說
.明
す
^
て
と
に
あ
，る
0
主
觀
的
價
値
論
は
.こ
の
よ
う
な
課
'

.
く 

'

題
に
よ
く
堪
へ
得
る
で
め
ら
う
，か
。

片
^

£
堪
べ
得
な
い
.ゐ
^
は

明

ら

か

で

：ぁ

：る
::
0
-
^ ̂

.

, 

ン
_
.
.
に

馨

す

：る

け

れ

疋

、

、
へ

そ

：私

を

：決

定

ず

ネ

_
—;
の

要

：因

で

は

な

、
い

か

ら

£
ぁ

る

，マ

逢

觀

的

惙

値

泛

並

^
で
钜
產
費

-C
o
.大
い
さ
、
技
術
の
.-:
-;

一 

'
-:
肷

.l
i
羅
が
同
檨
杞
客
觀
的
顿
値
.の
構
成
要
«
で
ぁ
务
。

0
:み
：な

ら

汐

圭

觀

的

價

値

ば

.逆
把

、客

観£
阆

値

に

，よ

や^:
と
の
よ
：
：

^
::
5
な

ま

實

を

德

め

：る

限

り

；、
バ

^

«的
價
値
論
房
；相
鞅
的
價
値
論
の
鈦
場
が
名
^
^
 ̂

-

.

へ
.':
點
ぞ
如
何
に
ず
れ
ば
漱
服
梦
き
名
で
ぁ
：ガ
_

;°
:そ
の
11
®1

ハ
可
能
あ
方
法
は
相
對
價
値
意
均
衡
論
的
に
說
明
す
承
:̂

与
で
あ
る
.o
:セ
の
よ
，；(

、
■'
: 

う
尨
方
向
べ
俏
値
論
を
導
い
た
の
は
マ
ー
シ
ャ
■ル
.で
め
る
。

、

' 
:

\

、

'

‘、

'

■

.

」

'
:■

、
、..

:

文

"1
を 

V: 

•

經

濟

的

似

俯

の

概

念

'

,
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、一一H 

§

s

.
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■
■
-
-
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.

.

k
.
濟
的
似
侦
.の
概
念
.

' - 

,

• 

- 

_ 

•
, 

-

二

四

(

兀
七
八)

‘

財
の
.懷
値
■
爸

$
懷
吃

_

嚴

«
聚
供
給P

關

痛

民

ホ

や

で

雙

さ

邶

る

达

說

今

へ

彼

ぬ

豳

ip
ち
傲

:*
.が
：價

値

袭

£
:あ
.つ
^
、ら
そ
4
;僚
値
^
澳
矻 

.

然
し
'
1
_§
«
値
は
麗
控
考
の
麻
に
.
_す
:̂
霈
耍
供
給
^

を
保
ぢ
_
^
'
:
;
同
_
的
_
決
宠
普
れ
名
-:
'0
;
^
.
め

：點

^

^

移

セ 

I

般
均
衡
論
で
あ
る
。
ソ
ル
ラ
-ス
.(L. W

a
l
r
a
s
)

パ
レ
ー
ト
'
 
Q

. P
a
r
e
t
o
)

及
び
力
ッ
セ
ル

Q
. 

P

!
じ
等
が
^
れp:

あ
る
.タj

へ
般
. 

樣
衡
論
偏
爽
い
尤
も
，
_
對
僙
滅
、へ_
ち
.衝
格
が
儕
値
そ
：の
も
.の
：萃
の〗

で
务

も
の
で
あ
る
。
人
：

6

ょ

べ一
般
均
衡
論
に
お
い
て
は
價
値
論
が
な
い
と
い
ふ
。，
然
し
一
般
均
衡
、論
で
は
憤
将
論
が
卽
摘
値
|
1で
あ
つ
-て
、
' 

. 

そ
れ
以
外
に
惯
値
論
が
あ
り
得
ょ
ぅ
哲
が
な
い
。
偎
格
の
奥
に
勞
働
及
び
效
用
等
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
.な
い
め
で
«
な
い
？
、然

b-
r
 

;働
叉

は

效

用

は

價

値

ー

な

の

: #
社
.な
い

。
：
勞

働

及

び

效

用

难

僩

値

：を

_
成
次
る
鄲
な
る

- 

ン
が
<
-̂]
!>];ょ
女

-1
>
3贿
を

«
ぶ

-^
い
^:
;ヒ
ど
：，或
激
^

#
と
^
.财
と
；の
«

る
わ
.で
|>
づ

：て

、
人

说

何

敌

に

入

管

ょ

.り
本

ぉ

財

を

：選

ぶ

命

ら
あ
：
る
。
：：
«

値

論
:2
:
:
:
無
*
と
：な
す
說
钛
種
：ぞ
の
勝
»
义
坐
ん
で
态
芩
け
れ
忿
ぢ

4

霞
て
\
:そ
托
姐
外
の
：價
値
論
は
歡
濟
學
の.僦
域
陈
で
^
な

：い
へ
こ
拉
を
.强
調
し
：发
务
の
去 

. 

•■
;
■£
の
，#
う
：
に#:
_
的
價
値
を
價
嚷
で
お
る
と
：解
す
：る
限
が
ぐ
衡
値
論
昧
、

;>
翰
现
的
に
仗
、
：：
.|騰
均
衡
論
悴
隶
で
發
鉍
す
バ
^
も
-の
，で
.あ
ぃ.
 

.卷

-,
0
坐
產
費
說
-
效
用
俛
値
說
も
部
分
为
衡
論.も
典
释
不
完
全
^
枣
る
3 

r
v
'
:
.;
.:「

.
r.ド 

5

.か
べ
^'
て

杈

れ

ゎ

れ

仗

ひ

醫

迦

的

声

巧
 

る
。k
者
は
.價
値
を
緻
齡
亂
意
»'
技

；.後
者
は
相
對
的
意
味
に
：理»
し
''
- 

ゐ
：る
の
：.で
：あ
：る
。
へ
從
づ̂

^

論

か
'の
、選

撵

辦

問

嘗

古

し

て

：殘

'̂
れ
.る
'
0
,
:
へ
-,
ミ

 ̂

い

:v
.v:
:
‘
v
:
:,
-

'

. 

M 

ゾ
. ：

::
へ
、

::
■
今

1
=ま
で
领
値
論
.が
.紛
糾
を
：盤
尨
於
.姻
山
^

前
述
ル 

观
亂
に
ぁ
：る
。
人
：‘々
试
主
觀
卿
價
値
概
念
を
持
し
づ
>
 

容
賣
的
價
饊
論
を
.批
判
1>
-
.た
.̂
、
；
讀

灶

；そ(0
.歡
を

妒

ポ

发

：巧

：
^

に

猶 

.,
'の
：
逆

を̂

す
^
い

キ

：
過
：ち̂
见

し

：て.來
衣

の

で

ぁ

名

。
.
が

::
^
巧
.て
>價
値
顧
念
を
明
ら
か
に
.す
る
と
と
；か
%.
雜
め
ね
社
故
ら
な
い
;°
- i
ゾ

”

:
,...

.
,

::
:
-
:
1
.

ム

；ら
$ 

:

パ
::
- 

V. 

•
:

;'
私
：は

價

値

論

に

關

す

名

混

亂

^
避

げ
:«
た

め
^
は

、

〗

械

値

赢

ん

的

懷

値

七

；̂

.

例

價

値

^

^

_ 

個
八

. 

枘

惯

値

と

は

：、
；

'
:
'
:
1

财

に

對
--
^

丈

社

龠

が

認

め̂
價

値

卽

ち

、1獲
め

社

會

に

對

す

る

簞

要

牲

：で

耗

る

0 ;

こ
の
ニ
^
の

溉

値

後

相

忠■
密
接
な
關
聯
を
有
す
る
。
卽
ち
«:
-會
. 

お

.：お
け

る

各

個

：人
0

め̂
.る
.個
人
的
價
値
が
相
_
つ
ぬ
1|
:
會

的

惯

値

を

形

成

し

：
ソ

か

く

て

應

_
^

.

人

の

個

人

的

價

値

：に
:.
#
用
す
る
?̂
然
し
ニ
令
の
：價
値
は
fn
l
e
.も
^
ヤ
：は
な
..い。"
_典
に
；E
'-
B
か
の
3
1?
,
性』

の
大
：い
さ
，を
示
す
も
の
が
は 

ま

^
.が
い|

方
袖
务
f.
入
に
.對
:^
*
る

:3
1
1要
姐
^
示
：し
.、：
他
方
は
'社
_會
に
對
す
る
軍
要
性
を
衆
^

'-
-
ー
財
が
各
人
に
對
す
名
軍
要
性
は
人
に 

ょ
つ
て
.そ
れ
ぞ
れ
異
な
々
で
ぁ
ら
ぅ
9
從

0
_て
：j
M-
の
._
人
的
價
値
は
種
力
の
：大
い
^
を
»

^

#る
。
然
し
社
會
に
.對
す
を

.ー
財
の
：！
腎 

性
は
；、
:̂
の
社
输
に
.お
^
て
¥
觀
的
な
た
芑

^
の
.大
い
等
と
し
七
^

本
い

'̂
太

が

ぁ

り

得

る

ヴ

音

し

も

办

试

特

殊

の

，
個

人

祀

ぞ

け

い

へ

：

.る

.と
と
^

:

人
：的
屬
値
と
社
會
的
價
値
戍
原
理
上
猫
別
さ
：る
べ
き
も
0
文
ぁ
各
0 
一
 

■

こ
れ
ら
を
膝
別
し
.な
い)

で
：.：
ー
兩
者
を
包
括
レ
、て
共
に
價
値
と
呷 

ぶ
あ
あ
ば
、
.濱
値
概
念

^
混
亂
を
澈
超
.す
こ
‘と
«;
、
；乾

霞

ぁ

.る
。
：
；
^

^

:-
.

:'
-
'
:.

.'

.
:
:
5 

.

::
;
:價
値
概
念
を
個
人
_
な
も
の
，と
批
會
的
尊
も
の
.と
，
忙

霍

別

し

、
，
，
そ

|
ぞ
れ
別
個
外
價
値
理
論
を
»
成
ず
が
必
獎
.を
^

,
'
:
た

ょ
3
に

、
^
土
す
，
ム；

-

"に
定

義

ず

：る
。
：

'
:
.

「

生
：觀

的

意

味

に

叙

け

け

.價
値
と
は
、：：：主
.霞
の

塗

禍

目

_
.
に

對

す

芝
 

ー；
ぁ

る

。--
*
,
*
£
:(
7>:
_義
.に
お

い
.て
、
：
：ぁ

务

膝

亦

私
^

,#
や
弋
そ
れ
.を
蕩

す

名&

と

夕

.で
、
：#
外
妙
無
け
^
ば

與

べ

私

w
;a
仗
栽
悔
お
なi

れ
ば
な
务
な
.：い
智
の
欲
望
充
见
'
■

y 

■
^
r
h
l
r
l
l
h
^
)
r
^
p
r
.
:
.
l
r
^
lr'̂
< 

r
:
,
;
.
'
-
-
;
-

-»
-
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-
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/
l
-
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.
-
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ノ
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ニ

六

へ

1

2
 

.

.

.

窣
樂
、
快
樂
等
が
與
へ
ら
れ
る
か
、
或

§'
11
!
*痛
が
除
か
れ
る
か
を
認
め
る
の
>
あ
る
。

こ
の
場
介
>'
そ

の
狀
の

#
布

は

私

に

と;-
0
て
、

,1
^

一
^
:

i-
福

：の

刚

轉̂
顧
味

し

；
、
、;^
-办
必
養
失
'«
火

坐

,^
幸
福

3
'狱
_
を
意
»-
シ
、
'#:
:っ
^
そ
れ 

る
の
で
あ
る」

‘と

--
0(

-̂
1)

私
の
い
ふ
侗
人
的
似
値
^
は
疋
‘に
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
る
。 

. 

' 

八
： 

v
:
..:
:
ボ

x
i 

5
放
着
.■̂
.て
名
谓
而
愤
麗
^
次
義
^
卞 

^
を

贫

-£
>づ
.た
め

，の

财

の

カ

、

も

し

く

は

能

-.
i
;で
.:?
>
'
^
.
:
.

ぶ
■.の
.意
味
に
'
.お：̂
て
'は
.、ぃ
.人
勝
が
#
:̂
ぅ
_と
.す
る

-^
-
部
的
效
痕
と
、同
數

^
.多
.

;

.露

.ft
値

_

_
ず

.る
^

■

■
翁

の

樣

養.:
«

値
;>
材

本

雪

炭

.の
加
,

1

.

5の
肥
料
劑
；の
肥
料
價
値
、
曝
發
材
の
藝
偾
値
、. 

等
々
^
と

れ

；で

あ̂

::
1
-と
九
ち
の)

懂

e
:s
通
例
¥

,
,#
の
#
不

幸

^

货

關

係

尤''
:
;<
'
補
粹
捧
觀
的
に
.存
在
ず
石
。
.然
1>
今
^
:7
K
U
，た

種

類

の

界

觀

的

.價

値

摘

純

技

術

的

な

も
、の
^
あ
.つ
' て
、■

經
濟
ヘ 

的
な
本

0
:で
は
^
い
0
從
つ
て
そ
れ
ち
は
顧
满
擧
と
は
直
掇
の
關
猶
が
域
セ
然
し
：客
觀
的
M:
肩
の
中
に
は
、
經
濟
學
：に
と
づ
：て
.極
め
て 

逋
驳
為
；ぉ
の
；が
滾
花
す
る
。卽

ち

そ

れ

；は

財
.の
客

觀

的

交

換

價' *
•
で

あ

る
:0
.
,

「

賦

の
#-
觀

的

交

换

値

値

と

：ぱ
.、'
交

換

忙
4
け

る

讨

の

弈

觀
 

的

敛

カ
':
'
*:.
:換
言

す

：れ

ば:>
;安
换

々

際

に

他

；の

經

濟

財

：の
；

.

1

宛
量
を
そ
ル
.代
り
に
.獲
得
し
得
名
妒
擺
性
.で
あ
る」

。

M
へ
ば
あ
在
馬
の
代
0:
/

、
^

;萬
圓
«
得
サ
^
こ
^
が「

で
^

な̂
；&
ば
、
.
.そ
の
翁
ゆ1

.

离
圆
の
鐵
値
.が
，あ
る
と

\0
.ふ
0-
:で
；あ

：
る
。:̂
.の
ょ
5'
か
價
値
は
、
あ
る
主
體
：

;

の
普
福
に
そ
の
■
が
：■
ぼ
次
影
響
を
表
は
す
の
セ
键
荩

-<
;單
^

の̂
财
が
他
‘の
爾
の
ト
^

す
に
過
ぎ
取
い
。
々
机
は
；，

「

.請
貨
力
.
j
.i
い
ふ
言
葉
で
遛
せ
替
べ
得
ふ
ん
の
：で
あ
る
レ
1
:1'
.-
2
-變

驗

^
で
社
脅
的
儕
値
と
’い
ふ
.9 

'は
、
^
換
經
濟
に
；*
い
て
：は
；、
：
.ボH

l
i

め

^

.

.述
す

改
4
^
:に
い

：

p

局

、
：
そ
，の
財
の
.容
觀
的
交
換
價
値
：の
.太
小
に
ょ
0
て
：测
定
さ
托
谷
新
ら
で
.叙
ゲ

:-
'°然

ム
社
廣
的
價
値
の
'.概
念
は
、
«

、
 

姐
の

.行
は
れ
為
い
共
洞
經
濟
、
«-
ベ
：拭
社
'#
主
■
經
濟：

に
^
い
：て
.W
適
.用

'葸
士
^

1
-»
に

:»
し
て
.猶
^
る
.笾
要
性
.で
あ
る
0
:で
の
^
ヴ
尨
價
値
も
.ま
た

あ

：，る

個

人

の

幸

采

_
本

；̂

關

係

な 

::.
:價
値
の
：4
實
を
效
用
峰
か
抽
象
例
人
間
勞
働
と
.が
吃
求
め
.吻
ぃ

：で

ぐ

個

人

交

は

社

會

に

_
す ̂

: 

ど
.义
に

ぁ
:̂
で

ぁ

ら

ぅ

か9

^

$は
經

德
:^
の
'價
値

概

念.を
文

化

的
谓
解
ー
'般
と
..關
修
_

は
ご
わ
机
^
游
が
⑩
七
^
に
猶
し
^
認
於
る
演
ら
如
の
.意
親

取

の

；
で

あ

る
O

-J
b
れ
わ
れ
ば
常
に
何
ら
か
の
價
値
を
求
め
て
ぎ
動
ず
る
Q 

M
! 

忙
躺
濟
的
- «
値

^
み
を
廉
浓
ず
名
；の
^
は
尊
；̂

_
時
忙
::
»
现
的
、';象 

ネ
冬
行
®
に
^
導

經

:»
的
に
は
大
な
.る
價
値
兔
獲
得
す
签
：こ
.と
が
で
き
.
_

ば
、.
'わ
れ
^
れ
.拉
-^
ぇ
'て
こ
の
^
ぅ
^
行
爲
^
1.
:
.ょ
5;
と
は
思
は
^
い

'^
あ
^
^
^
‘
;

同
»

_他
の
尤
化
價
値
を
獲
得
し
得
て
も
、
、
そ
■れ
に 

よ
つ
：て
ょ
：

P

大
な
る
經
奶
的
價
値
1
失
'ふ
な
ら
ば
、_

り
ょ
5.
な
行
爲
を
.
^
す̂
る
^
あ
&-
ぅ
'.
°

狐

人

並

忙

 

比
較
：：
 

港
窗
し
て
.、
ょ
り
多
4
、
刹
益
が
得
在
れ
飞
ど
：思
は
れ
'る
ょ

を

が

行

爲

又

ば

政

！

を

行

：ふ
ー
冬
の
：ザ

あ

る

：

0
:
:
^
专

ろ

ん

各

爆

の

價

値

を

_

定 

此
嫌
げ》

き
共
通
の
尺
度
は
實
際
的
に
_
見
出
し

:#
な
い
？
M
し
打
れ
わ
が
呔
配
觀
的
ー
に
こ
.
の

上

ぅ

扠

此

乾

ぞ

し

て

ゐ

名

0
,
.
も

じ
'こ
れ
が：. 

不

可

能

ヤ

あ

名

教

ら

：ば

、
：わ

^
心
:^
は

如

卿

な.备

靈

本
.意

識

控

：は
 

人

間

が
. 

揭

ょ

ラ
::
^
努
_
す
.、る

惯

値

煙«
類

章

の

；
で

あ

る

か

％

、
々
：そ
：
の

 

々
o

こ
9

ょ

. 

:

ぅ
.命
恶

盤

：̂
'救
猶

的

傯

値.を
%'
',
>
;

「

3|
1
:弊
胜
_

」

ふ

い

；
ぶ
言
葉
免
：定
^ :
ず
る
：
ぞ
と
：
に

ょ
る
忠
韻
を
供
っ
て
ル
て
機

'*
の
倒
値
士
此
較
W
べ
き
基
準
が
失
れ
る
。
效
;9
の
め
る
、も
の
、
勞
鮮
の
投
下
さ
れ
於
：も
.の
.
£
値
が
あ 

•
ぬ
.■•、
^
办
ら
_
?
:
;?
>
の
が
：人

間̂
對
し

^
何

,
か
.の
*

©
牲
舡
有
ず
^
か

■'
■;は
國
家

0-
^
讚
邀
雄
を
_
す
言
葉
ど
^
て
«
认
^
ぅ

^
ず
る
腺
り
、

^
 

ふ

表

現

を

：使

用

せ
.ざ
る

を
#
な

い
0
-'
:

'-
■
■'
^
.て

輜

濟

的

俏

遲

は

デ

個

认

的

偾

値

と

社

.#
^

■

■
力
究
■
で
あ
.
^
:

0

者

は

:^
'
ふ
等
戌
3
な
い
:0
.#

の
，で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
激
じ
>
の
こ
と
_艰
個

人

的

濶

値

撕

定

の

硏

洗

：を
：無

用

於

が

し

め

る

.が

 

何

と

な

れ

炎

個

人

的

儕

値

，.
：

■は
、.；
人

間
*
讀

行
^
の
：#

励̂

观

女

規

龙̂
る
..も.の
.で
：食

饮

、#
々
.ザ
：ぞ

扑

は1|
:
會

的

償

値

：の

形

成

.に
無

|1
.
'係
で
は
あ
り
得
隹
い
か
ら
で
,
 

あ
る
。
シ
.
-
Aぺ
ー
タ
ー(J. Schumpeter

〕
'

.や
デ
ィ
ッ
ー
土
>;
;
:

(

|1
|
'，らietzel)

：ば
、
-;
-個
人
的
_
値
說
は
心
理
寧
や
也
理
學 

^
屬
す
.ふ
飞
：：
:;
|

冼

.

？
. ；

て
冗
經
濟
學
去
遍
關
係
で

^
る
と
^
.へ
る
々
，«:
_
に
人
肿
の
貌
肇
ぞ
；の「

も
办
、̂
關
す
：る
^-
宄
ば
經
濟
學
ヴ
m
#
' 

_ 

.•
0
領
_
で
.は
;^
い
'0
プ
人
間
.に
減
商
故
忙
«
望
#
あ
6
、
叉
.
何
な
^
欲
奪̂

 ̂

:
そ
^-
ら
.欲
堂
.は
何
故
に
滿
だ
；さ
^;
る
{€
0
:れ
て
遞
減
：
 

經
浒
的
悄
値
が
概
念 

-

'
‘ 

.

一
：

'

'
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.

へ

-
1

1

^

1
 

ノ 

,
 

. 

二
八 

2
八
ニ) 

„

V才
名
^
束

い

遍

間

確

は

：、
，

1
補
襻

の

：
.直
接
.の
：蒸

把

：
棘

眾
:^
*

證

妹

鄭

假
妃
し
て
' 
そ
め
上
で
迦
論
を
樹
立
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
へ
財
に
對
す
る
'欲
望

が

時

に

大

な

る

個

人

的

價

傯

を

秦

：が

、
；
，

||
#
:
炫

が
 

'̂

:^
個

人

納
«
观

を

组

難:(
0
:炫
何

故

か̂
明

ら

か

ぬ̂

尤̂
'>
^
、

」

1

の
；み

：必

摩

で

あ
^
:,
.
>
.
最
早
、
,そ
^
は
^
理
學
A
の
. 

:
#
勉

次

■f
t
:#
^

s

.,
i
)

於
；；

1涉
_
っ
.て
^
ム
>
0
^
^
亦
經
修
擧
旅
^̂

.
:の
：
領

域

ま

あ

る

？

；辄

祛

，
■

濟

學

以

外

わ

料

學

忙

き

い

本

M
で
あ
る

と
游
へ
.る
懲
者
も
あ
る

。

然
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
，個
人
的
似
値
を
求
め
'る
個
々
人
の
行
励
が
價
_
構
減
に
何
ら
の
.影
響
を
.
％ 

及
ぼ
さ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、，
如
何
に
し

C
も
い
へ
な
い
で
あ
ら
う
9
そ
の
他
、
個
^
<的
俏

値

論

、

例

へ

、
ば

眼

界

效

用

理

論

は

自

明

の

.
理 

を
述
べ
.て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
荠
も
あ
•る
。
限
界
效
>|
]
理
論
が
唱
へ
ら
れ
た
後i

お
い
て
は
、
人
々
は

_
々
fc
し
.て
：こ
办 

へ
が
ち
-で
あ
‘る
？
然
し
こ
の
现
論
が
發
與
さ
れ
る
前
に
、-人
々
は
、
ス
ミ
ス
に
よ
つ
て
、提
出
さ
れ
た
水
と
ダ
オ
ヤ
辛
シ
ド
、の
^:
'
;if
の
.
#
^
に 

;

如
何
に
围
惑
し

^
か
を
^
る
^
ら
^

^
れ
.
.'
?
:取
^

'へ「

古

*
學

派

；
の4
使
用
.價
補
1~
へ
の
，
概.念
は
;.
>
«擻
烬
は
#1
人
的
僩
_
を
_

ず

も

於
 

；

y
力ー

ド
：オ
狱
a
銜
用
價
値
：が
為
け
れ
ば
变
#:
價

:«
養
ま
：た
成
觉
1:
«
な

^
ご
：と
を
誠
め
つ
\
ぢ

;'し
な
が
：

つ
：：

た
o
.fe
w
迦
跑
味
、：

：

使
用
倒
値
は
交
換
惯
«■
■の
尺
度
と
：は
想
ら
な
.い
：か
■

.あ
る
0'
.
#か
に
さ
5.
:
や
あ
：る
.
9:然
し

た

と

'
へ

尺
度
. 

と

取

な
.り
得
な
^
に

し

：て1
;
.使
用
偾
値
が
大
小
が
终
換
霞

§
次
处
匕
％
定
す
る

|熟
因
.で
あ
る
i
と
を
否
定
す
る
と
と
^
で
き
な 

い
。
從
つ
て
わ
/れ
わ
れ
は
使
州
惯
値
の
硏
究
を
經
濟
學
か
ら
排
除
す
、、へ
き
で
は
な
か
ら
う
。

マ
ル
ク
ス
も
'ま
た
：使
，用

價

値

を

離

_れ
：て
商
品 

X

卽
右
交
換
價
値
を
,̂
ず
る
本
の
>
Q孩
-«
妹
あ
l?
:
.得
攻

い

.̂
2
と
s:
.是
認
レ
.つ
、
も
、
.：使
用
價
値
^
硏
兄
を
；試
み
f 

陴 

用
價
値
ば
■
何
^
る社會て

」

も
存
猶
ず
々
ネ
；

の
で
あ
つ

X 

V
,
:

資
本
主
氣
經
濟
に
，特
有
な
：も
の
で
は
な
い
と
.い
^:
.が
そ
.の
理
申 

で
あ
つ
：た
。：
質
木
生
義
•經
濟&:

特
質
は
商
品
坐
產
で
_
る
0商
品

.>
:
は

賣

ら

ん

於

た

め.に
坐
產
さ
知
^
も
の
：で
あ
々
ぜ
、交
換
價
値
を
荷
す
' 

る
。
こ
の
交
換
價
値
が
經
濟
學
の
對
象
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
ぁ
る
0確
か
に
そ
.；の
通
.り
.で
；，̂
る
6然
し
«
用
#5
値
.ゅ
^

ン
fc
お
い
' て
4
児
ら
れ
名
現
象
^
あ
^
とS

.

ふ

こ

->
-
■は
、：
赘
本
主
義
經
濟.於
對
象
と
す
，る
經
濟
學
か
ら
と
の
.硏
究
を
除
外
す
ベ
き
理
由
に
は 

::
-;な
ら
な
：い
.Q
,
.
何
と
'^
れ
W
資
本
主
義
職
濟
も
！
た
做.用
價
値
現
象
を
，含
ん
：で.ゐ
る
か
ら
.セあ

：：

る
。
ど
れ
ぶ 

.

.無
用
と
.す
る
£:
:ぞ
は
許
；を
れ
な
：い0
も̂
し
之
れ
^

-^
;
の
_
濟
學
1

他̂
の
科
墩
に
ょ
：.：つ
^

て
ゐ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
今
阡
こ
の
ょ
ぅ
な
硏
f

自
ら
行
ん
と
と
な
し
に
”經
濟
現
象
.を
說
明
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
0
然
し
々
ル 

:
\ス
輜
濟
學
が
誕
也
す
る
.ま
货
に
.、
'.
:
'使
用
價
値
硏
究
が
來
分
に
な
.さ
れ
せ
.ゐ
た
と
_
\̂
;
.
:
ぺ
^

.一
て
ゐ>0

と
；じ
て
も
、
：と
.の
と
と
对
使
用
规
値
論
が
經
濟
學
で
：は
な
い
と
.
ふ̂
と
.：と
を
意
味
.し
.故
^'
0
使
'用
歡

値

法

則

を

細

各

こ

と

に

.
ょ
つ 

■て
1|
:
會
的
經
濟
.法
則
を
^

“は
ぐ
.理
燃
す
多
こ
と
が
で
：き
る
と
す
夺
な
ら
ぼ
、
^
の
；
研

究

は

：經

濟

で
あ
る
。
も
と
ょ
り
使
川
似
値
は
鸫
濟
學
の
主
剌
對
象
で
は
な
い
。
そ
の
俯
究
は
、

.突
換
價
値
を
ょ
り
，ょ
く
现
解
ず
：る
た
め
に
必
耍
か
の 

ン
^
|>
る

'0
.前
述
し
喪
ょ
令
に
：か1̂
る
硏
究
'?
:
經
-
學
以
外
办
補
助
科
學
が
行
つ.て
4

い̂
办
で
^
る
0
あ
.た
か
も
數
斷
や
物
理 

'■
の
；
:.
|
:攻
に
：。«
濟
學
.が
_
ら
^
の
.硏
.究
1
行
は
ざ
>̂
を

.#
な
'い
：
ゆ
：杜

、
_
漱
^

;;

k

に
真
、
.使
海
價
値
奴
如
何
な
：る
社
龠
祀
％
い
て
芩
、
致
 

そ
；
 

:れ
.：ぞ
れ
'の
社

會

に

ょ

：つ

て

異

な

岑

で

：あ

^'
:5
:
;0
現
代
の
社
會
.に
猃
け
る
紙
甩
傻
値
現
_
の
特
異
性
は
、
.-
-
^

、
炎 

f
 る
べ 

f
 

?
 

t

_ 

ぅ
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ノ 

. 

,
, 

•
, 、：：.

し

.:
;
：,ン
'
:
:
べ，：：

：：、：：v

;;:
-
:
^

.
か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
硏
究
の
ゃ
心
を
社
龠
的
似
値
に
お
き
つ
、
も
、
個
人
的
價
値
'

の
：.

硏
說
を
併
せ
：H
rr
仗

な

け

れ

ば

な

：ら

な

い

？

. 

わ

れ
.わ
れ
.が
次

に

な

す.ベ
.廣
で
^
味r

®

人

的

傯

値

及

'び

社

會

的

價

値

の

本

賢

も 

理
論
を
構
成
す
.る
'
0と
セ
.
兔
:'
'.0
:
そ
；
：の
：
際

、
：

_
人

的

價

値

に0(

い
.て
は
>
^:
:
- 

*
ら

ぅ

し

、
：
社.馨

愤

_
痕
梵
い
て.梂
，
^
働

顧

値

說

叉

：は

，
：ー
：
舷

均

衡

諭

が

適

诩

さ

^̂

，衡
論
を
選
ぶ
か
は
、.わ
れ
わ
れ
の
經
浒
褽
膨
系.の
性
質
に
依
存
す
る
。

と
：办
ら■の
こ
と
^
ク
い
て
惦
稿
を
改
め
て

'論
ず
る
積
り
で
あ
る
。
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